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　【研究上の特記事項】

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】　（主要なもの）

　【学内活動】（学内職歴を含む・主要なもの）

１、平成14～17年度科学研究費補助金基盤研究（C)「中国における小城鎮発展の地域差に関す
る研究」
研究代表者
２、平成16～18年度科学研究費補助金基盤研究（A)「東アジアとその周辺における伝統的地理
思考　　　　　　　の近代地理学の導入による変容過程」研究分担者
３、平成14～16年度科学研究費補助金基盤研究（A）「『外邦図』の基礎的研究：その集成およ
び地域環境資料としての評価をめざして」研究分担者
４、平成16年２月27日～３月７日、科研費により中国河南省において現地調査
５、平成16年８月15日～20日、国際地理学会議グラスゴー大会に学術会議派遣代表として参加
６、平成15年９月３日～13日、日中地理学会議会長として中国側代表団を受け入れ

平成15年度：３回生大巡検「沖縄の自然と人文」平成15年9月17～20日
３回生日帰り巡検「神戸の震災地の現状」平成15年11月24日
２回生日帰り巡検「京都の近代化と琵琶湖疎水」平成15年４月29日
平成16年度：３回生大巡検「福岡・佐賀の自然と人文」平成16年8月30日～9月2日
３回生日帰り巡検「琵琶湖博物館と草津宿場町」平成16年12月19日
２回生日帰り巡検「京都の近代化と琵琶湖疎水」平成16年5月18日

１、日本学術会議会員、同人文地理学研究連絡委員会委員長、同漁村・水産業の多面的機能に
関する特別委員会幹事（平成15年7月～平成17年9月）
２、文部科学省教科用図書検定審議会委員、同地理小委員会委員長（平成15・16年度）
３、大学評価・学位授与機構人文系研究評価委員（平成15年度）
４、日中地理学会議会長（平成15・16年度）
５、日本地理学会代議員（平成15・16年度）
６、人文地理学会協議員（平成15・16年度）
７、歴史地理学会評議員（平成15・16年度）
８、東北地理学会評議員（平成15・16年度）
９、地理科学学会評議員（平成15年度）
10、日本学術振興会科学研究費評価専門委員（平成16年度）

１、図書館長（平成16年度）
２、就職委員（平成15年度）

最終学歴

専門分野

所属学会

研究課題

         平成14～16年度　　教 育 研 究 業 績 書

取得学位

2003年奈良大学在職期間

日本地理学会、人文地理学会、経済地理学会、歴史地理学会、東北地理学会、地
理科学学会、名古屋地理学会、奈良地理学会、日中地理学会議、史学研究会、日
本南アジア学会

農村地理学の研究、伝統的市場の研究、中国の地域研究、南アジア（インド、バ
ングラデシュ）の地域研究

京都大学大学院文学研究科博士課程中退

文学博士

人文地理学、アジア地域研究



① 「内陸中国の変
貌」

編著

②

③

④

① 2000年センサス
に見る中国の人
口移動

単著

② 中国の省間人口
移動の諸特性

単著

③

④

⑤

① 外邦図のこと 単著

② 「地球環境・人
間生活にかかわ
る水産業及び漁
村の多面的機能
の内容及び評価
について」

共著

③ 水産業と漁村の
文化史的意義と
文化継承機能

単著

④ 人文地理学者の
社会的責任

単著

⑤

「奈良大地理」10号

石川義孝編「アジア太平洋
地域の人口移動」明石書房

「外邦図研究ニューズレ
タ」No2

日本学術会議漁村・水産業
の多面的機能に関する特別
委員会

「学術の動向」2004年9
号、日本学術会議

「学術の動向」2004年1
号、日本学術会議

2004年2月1日

2004年8月

2004年9月

2004年1月

2004年3月

2004年2月

ナカニシヤ出版2003年11月

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

（その他）

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名
称

河南省鄭州市域の都市及び
農村が、改革開放政策以来
いかに変貌したかを、現地
調査に基づき明らかにした
もの。

2000年人口センサスの分析
により、中国の省間人口移
動の特質を明らかにした。

1990年人口センサスの分析
により、当時の中国の省間
人口移動の特質を明らかに
した。

同上の特別委員会の答申内
容のうち、筆者が分担した
部分について概述したも
の。

日本学術会議人文地理学研
究連絡委員会主催のシンポ
ジウムなどにおける議論を
まとめたもの。

外邦図の定義、残存状態、
利用法などについて概述。

農林水産大臣の諮問に対し
て日本学術会議の左記特別
委員会が答申したもの。


